
営農情報
　

播
種
か
ら
出
芽
ま
で
は
30
℃
、
出
芽

揃
い
ま
で
は
20
～
30
℃
を
目
標
に
、
保

温
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
ハ
ウ

ス
内
の
温
度
が
上
が
り
過
ぎ
る
場
合

は
、
被
覆
資
材
除
去
前
で
も
ハ
ウ
ス
内

の
換
気
を
行
い
、
30
℃
以
上
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
高
温
で
の
管

は
、
軟
弱
苗
の
出
来
る
原
因
や
苗
立
枯

病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
日
中
は
25
℃

前
後
、
夜
間
は
5
℃
以
下
に
な
ら
な
い

よ
う
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

苗
の
活
力
維
持
と
充
実
度
は
、
活
着

の
善
し
悪
し
に
影
響
し
ま
す
。
中
苗
の

場
合
は
、
２
葉
期
と
３
葉
期
の
２
回
、

稚
苗
の
場
合
は
1.5
葉
期
に
１
回
、
液
肥

に
よ
り
窒
素
成
分
１
ｇ
／
箱
の
追
肥
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

本
田
に
お
け
る
い
も
ち
病
の
伝
染
源

は
、
育
苗
施
設
か
ら
発
病
・
感
染
苗
を

本
田
に
持
ち
込
む
こ
と
や
乾
燥
状
態
で

冬
を
越
し
た
稲
残
さ
（
稲
わ
ら
・
籾
が

ら
）
で
す
。
そ
の
た
め
、
育
苗
施
設
周

辺
の
稲
わ
ら
・
籾
が
ら
は
撤
去
し
、
苗

い
も
ち
防
除
と
適
切
な
葉
い
も
ち
防
除

を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
穂
い
も

ち
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
、
本
田
防
除

の
省
力
低
コ
ス
ト
と
な
り
ま
す
。

※
注
意

　

水
稲
で
使
用
す
る
農
薬
は
、
他
の
作

物
で
の
登
録
が
無
か
っ
た
り
、
残
留
農

薬
基
準
が
低
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
水

稲
育
苗
後
に
野
菜
類
等
の
作
物
を
栽
培

す
る
場
合
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

稲
作

　

組
合
員
か
ら
の
相
談
や
管
理
指

導
の
た
め
、
苗
代
巡
回
を
実
施
し

ま
す
。
豊
作
の
手
始
め
は
、
ま
ず

苗
作
り
か
ら
な
の
で
、
き
め
細
や

か
な
管
理
で
健
苗
育
成
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

開
催
時
期
・
場
所

４
月
24
日（
水
）

　

榊
・
鶴
形
・
桧
山
地
区

４
月
25
日（
木
）

　

東
雲
・
東
地
区

４
月
26
日（
金
）

　

浅
内
・
常
盤
地
区

４
月
30
日（
火
）

　

二
ツ
井
地
区

５
月
１
日（
水
）～
２
日（
木
）

　

藤
里
地
区

※
各
地
区
に
お
け
る
集
落
ご
と
の

巡
回
時
間
・
集
合
場
所
に
つ
い
て

は
、
外
務
で
配
ら
れ
る
資
料
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

健
苗
育
成
に
向
け
て
、

苗
代
巡
回
を
実
施
し
ま
す
。

目
標
管
理
温
度

追
肥
の
め
や
す

省
力
型
の
い
も
ち
病
対
策

【いもち病の基本的防除体系】

【苗いもち防除】

かん注

播種時～播種７日後頃
■ベンレート水和剤
　　５００ 倍、５００㎖ / 箱 又は
　　１，０００ 倍、１，０００㎖ / 箱
緑化始期
■ビームゾル
　　５００ 倍、５００㎖ / 箱

【葉いもち防除】

箱施用

移植３日前～移植当日
■ Dr. オリゼフェルテラ粒剤

５０ｇ／ 箱
■ Dr. オリゼダントツ箱粒剤

５０ｇ／ 箱
■嵐ダントツ箱粒剤

５０ｇ／ 箱
床土混和又は播種時覆土前～移植当日
■ルーチンバリアード箱粒剤

５０ｇ／ 箱
■ツインターボ箱粒剤 ０８

５０ｇ／ 箱

側条施用

移植時
■側条オリゼメート顆粒水和剤

50０ｇ／１０ａ
■側条オリゼスタークル顆粒水和剤

50０ｇ／１０ａ
■コープガードＷ １２

２０ ～ ５０㎏ ／ 箱

水面施用
６月 １５ 日頃
■オリゼメート粒剤

３㎏ ／１０ａ

温 

　
　度

32℃

30℃

25℃

10℃

5日
7～8℃

高温限界温度

低温限界温度

25℃ 20℃

10日 15日 20日 25日 30日 35日

出芽揃い播種 1葉期 1.5葉期 2葉期 2.5葉期 3葉期 3.5葉期

適 温

▲温度管理表（無加温）

▲指導員が各ハウス等を巡回
し、苗の状況を確認します。
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